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菅
茶
山
遺
稿

　
　
　
－
伊
沢
蘭
軒
旧
蔵
伊
沢
柏
軒
外
三
名
手
写
伊
沢
榛
軒
手
校
和
田
万
吉
手
識
本

　
菅
茶
山
の
作
品
は
『
黄
葉
タ
陽
村
舎
詩
』
八
巻
附
録
「
恥
庵
詩

草
」
二
巻
五
冊
（
文
化
九
年
晩
春
刻
成
）
、
『
黄
葉
タ
陽
村
舎
詩
後

編
』
八
巻
四
冊
（
文
政
六
年
十
一
月
刻
成
）
、
『
黄
葉
タ
陽
村
舎
詩

遺
稿
』
七
巻
附
録
「
公
寿
詩
草
」
一
巻
・
『
黄
葉
夕
陽
村
舎
文
遺

稿
』
四
巻
合
四
冊
（
天
保
三
年
四
月
刻
成
）
、
お
よ
び
『
花
月
吟
』

一
巻
一
冊
（
文
政
十
一
年
正
月
刻
成
）
に
収
め
ら
れ
て
刊
行
さ
れ

て
い
る
が
、
本
稿
に
紹
介
す
る
『
菅
茶
山
遺
稿
』
不
分
巻
二
冊
柑
、

上
冊
に
二
百
五
十
八
首
、
下
冊
に
三
亘
二
十
三
首
、
計
五
百
九
十

一
首
の
茶
山
の
作
品
を
収
め
る
漢
詩
集
で
、
し
か
も
、
そ
の
五
百

九
十
一
首
の
う
ち
、
上
冊
に
収
め
る
「
花
月
吟
」
二
十
首
と
「
斉

藤
文
貫
武
立
君
来
訪
、
分
得
韻
東
」
一
首
、
下
冊
に
収
め
る
「
臨

江
仙
」
一
首
を
除
く
五
百
六
十
九
首
は
刊
本
未
収
録
の
作
品
で
、

茶
山
自
筆
の
稿
本
の
存
否
が
知
れ
ぬ
現
在
、
刊
本
の
欠
を
補
う
資

　
　
　
　
　
　
　
　
柏
　
　
崎
　
　
順
　
　
子

料
と
し
て
有
力
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
森
鴎
外
『
伊
沢
蘭
軒
』

（
『
東
京
日
日
新
聞
』
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
、
一
九
ニ
ハ
ー
一
七
年
）

や
、
宮
士
川
英
郎
氏
『
菅
茶
山
』
（
『
海
燕
』
一
九
八
四
－
九
四

年
）
の
記
述
の
不
備
を
補
う
資
料
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
全
冊
の
翻
刻
を
計
画
し
て
い
る
が
、
本
稿
に
お
い
て

は
、
本
書
の
伝
来
と
成
立
事
情
の
概
略
、
資
料
価
値
の
一
端
を
報

告
し
て
お
く
。

　
　
　
§

　
本
書
は
茶
山
を
篤
く
慕
っ
て
い
た
伊
沢
蘭
軒
の
所
蔵
本
で
あ
る
。

本
書
各
冊
の
一
丁
表
右
下
に
蘭
軒
の
蔵
書
印
「
伊
沢
氏
／
酌
源
堂

－
図
書
記
」
が
押
捺
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
印
記
は
な
い
。
蘭
軒

没
後
も
本
書
は
伊
沢
家
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
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伊
沢
家
が
本
書
を
手
放
し
た
の
は
、
明
治
三
十
八
年
十
一
月
二

十
四
日
に
蘭
軒
の
孫
磐
が
没
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
そ
の
後
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。
明
治
四
十
一
年
四
月
、
本
書
は
書
誌
学
者
和
田
万

吉
の
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
本
書
下
冊
の
後
表
紙
見
返
し

に
、
無
署
名
で
は
あ
る
が
、
和
田
と
お
ぼ
し
き
手
蹟
で
、
「
伊
沢

信
厚
蘭
軒
信
遣
後
嗣
也
。
蘭
軒
太
好
読
書
。
／
其
家
多
蔵
古
典
珍

籍
。
載
在
経
籍
訪
古
志
。
／
巻
首
所
捺
酌
源
堂
印
記
蘭
軒
所
用
也
。

／
明
治
戊
申
初
夏
獲
此
書
、
題
；
胃
於
巻
尾
。
」
と
墨
書
し
て
あ

る
。
蘭
軒
の
名
を
「
信
道
」
と
記
し
て
い
る
の
は
和
田
の
錯
誤
で
、

正
し
く
は
「
信
括
」
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
の
峡
題
簸
に
『
菅
茶

山
遺
稿
　
天
野
景
範
等
手
写
－
伊
沢
榛
軒
自
筆
校
合
－
和
囲
万
吉

旧
蔵
　
二
冊
』
と
墨
書
し
て
あ
る
。
筆
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
右

の
識
語
の
手
蹟
か
ら
推
し
て
も
、
「
和
田
万
吉
旧
蔵
」
の
所
伝
は

信
糧
す
る
に
足
る
と
し
て
よ
い
か
と
思
う
。
和
田
は
、
鴎
外
の

『
伊
沢
蘭
軒
』
に
先
ん
じ
て
、
『
図
書
館
雑
誌
』
第
二
十
四
号
（
一

九
一
五
年
三
月
）
に
「
集
書
家
伊
沢
蘭
軒
翁
略
伝
」
を
発
表
し
、

蘭
軒
を
顕
彰
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
不
幸

な
運
命
を
辿
る
本
が
多
い
な
か
で
、
本
書
は
落
ち
つ
く
べ
き
と
こ

ろ
に
落
ち
つ
い
た
と
い
え
よ
う
。
・

　
和
田
の
識
語
は
本
書
下
冊
四
十
五
丁
（
最
終
丁
）
裏
に
墨
書
さ

れ
た
蘭
軒
の
嗣
子
榛
軒
伊
沢
信
厚
自
筆
の
識
語
、
「
右
菅
茶
山
遺

稿
二
巻
山
室
子
彦
－
所
蔵
也
。
仮
筆
於
及
門
生
天
野
景
範
／
内
山

行
．
有
馬
順
及
家
弟
信
重
／
使
勝
写
。
以
朱
筆
校
合
者
予
所
下
－

手
也
。
文
政
戌
子
九
月
伊
沢
信
厚
－
記
於
楡
枕
書
屋
」
に
署
名
し

て
い
る
「
伊
沢
信
厚
」
と
、
各
冊
一
丁
表
右
下
に
押
捺
さ
れ
て
い

る
蔵
書
印
に
つ
い
て
解
説
し
、
後
人
の
注
意
を
喚
起
し
よ
う
と
し

た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
榛
軒
の
識
語
中
、
「
戌
子
」
と
あ
る
の

は
「
戊
子
」
の
誤
記
で
あ
る
こ
と
、
指
摘
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

ま
た
、
榛
軒
は
〕
一
巻
L
と
記
し
て
い
る
が
、
本
書
の
藍
本
山
室

子
彦
所
蔵
本
の
体
裁
は
あ
る
い
は
二
巻
二
冊
で
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
本
書
は
、
藍
本
の
内
題
等
を
省
い
て
、
本
文
の
み
、

す
な
わ
ち
茶
山
の
作
品
の
み
を
菩
写
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
既

述
の
よ
う
に
不
分
巻
二
冊
と
す
る
の
が
書
誌
学
的
に
は
妥
当
で
あ

ろ
う
。
子
彦
所
蔵
本
の
存
否
は
■
不
明
で
あ
る
。

　
榛
軒
の
識
語
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
、
文
政
十
一
年
戊
子
九
月
に
、

門
生
天
野
景
範
・
内
山
行
・
有
馬
順
と
榛
軒
の
弟
柏
軒
伊
沢
信
重

の
四
名
が
子
彦
所
蔵
本
を
分
担
書
写
し
た
も
の
を
、
榛
軒
が
校
正

し
、
製
本
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
表
紙
は
手
製
で
白
紙

に
代
緒
を
格
子
状
に
塗
っ
た
も
の
を
使
い
、
本
文
の
用
紙
も
粗
末

な
も
の
を
使
つ
て
い
る
。
本
書
各
丁
の
手
蹟
を
検
討
し
て
み
た
と
　
棚
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こ
ろ
、
上
冊
一
丁
表
か
ら
同
三
十
九
丁
裏
ま
で
の
三
十
九
紙
を
第

一
の
者
が
、
上
冊
四
十
丁
表
か
ら
下
冊
五
丁
裏
ま
で
の
十
九
紙
を

第
二
の
者
が
、
下
冊
六
丁
表
か
ら
同
十
五
丁
裏
ま
で
の
十
紙
を
第

三
の
者
が
、
下
冊
十
六
丁
表
か
ら
同
四
十
五
丁
裏
ま
で
の
三
十
紙

を
第
四
の
者
が
担
当
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
う
ち
、
下
冊

六
丁
表
か
ら
同
十
五
丁
裏
ま
で
の
十
紙
を
担
当
し
た
第
三
の
者
が

柏
軒
で
あ
る
こ
と
を
、
慶
応
義
塾
大
学
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

蔵
『
柏
軒
雑
記
』
等
、
柏
軒
自
筆
本
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
識
語
に
あ
げ
る
門
生
三
名
の
担
当

箇
所
は
特
定
す
る
に
い
た
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
三
名
の
索
性
も

判
明
し
て
い
な
い
。
た
だ
鴎
外
は
、
『
伊
沢
蘭
軒
』
そ
の
百
七
十

八
に
、
文
政
十
年
三
月
二
十
九
日
、
「
蘭
軒
は
天
野
樵
轍
、
子
柏

軒
の
二
人
と
共
に
郊
外
に
歩
し
、
」
（
『
鴎
外
全
集
』
第
十
七
巻
、

岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
、
三
八
四
頁
）
と
記
し
、
「
樵
撤
は
蘭

軒
門
人
録
に
〔
天
野
遺
周
　
横
須
賀
〕
が
あ
る
。
恐
ら
く
は
其
人

で
あ
ろ
う
。
」
（
同
上
）
と
述
べ
て
い
る
。
本
書
の
書
写
者
の
一
人

天
野
景
範
は
、
あ
る
い
は
樵
轍
と
同
人
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、

朱
筆
を
も
っ
て
校
正
し
た
の
が
榛
軒
で
あ
る
こ
と
も
、
榛
軒
の
識

語
の
手
蹟
等
と
照
合
し
て
確
認
し
て
い
る
。

　
本
書
の
藍
本
子
彦
所
蔵
本
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
、
本
書
下

冊
四
十
五
丁
（
最
終
丁
）
表
に
移
写
さ
れ
て
い
る
子
彦
所
蔵
本
の

識
語
、
「
文
政
壬
午
暮
春
中
院
、
写
於
黄
葉
夕
陽
村
舎
南
寮
－
為

山
室
君
子
彦
。
／
辱
交
断
蓬
子
惟
穆
清
風
。
」
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
明

ら
か
で
あ
る
。
壬
午
は
五
年
で
あ
る
。
子
彦
所
蔵
本
の
書
写
者
断

蓬
子
惟
穆
清
風
は
伊
予
大
洲
の
曾
根
静
斎
で
あ
ろ
う
。
『
菅
家
往

問
録
』
（
『
広
島
県
史
　
近
世
資
料
w
』
広
島
県
、
一
九
七
六
年
）

に
、
「
文
政
丁
亥
三
月
十
日
来
謁
－
予
州
大
洲
　
曾
根
静
斎
　
名

穆
　
字
清
風
」
（
二
二
七
頁
）
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
丁
亥
は

十
年
で
あ
る
。
『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
後
編
』
巻
之
七
に
「
伊
予
曾

根
清
風
・
鷲
野
伯
熈
・
讃
岐
浄
雲
美
作
茂
諾
子
楊
大
爺
侃
仲
同
時

過
訪
分
得
韻
魚
」
、
続
い
て
「
曾
根
清
風
指
庭
花
索
詩
卒
賦
以
呈
」

と
い
う
詩
を
載
せ
て
い
る
が
、
こ
の
時
、
文
政
十
年
三
月
十
日
の

作
で
あ
ろ
う
。

　
本
書
の
藍
本
の
所
蔵
者
山
室
子
彦
に
関
し
て
は
、
鴎
外
が
『
伊

沢
蘭
軒
』
そ
の
百
八
十
五
に
、
浜
野
・
福
田
両
氏
に
聞
く
と
こ
ろ

と
し
て
、
「
名
は
俊
、
通
称
は
武
左
衛
門
、
汲
古
と
号
し
た
。
其

父
名
は
恭
、
箕
陽
と
号
し
た
。
」
（
三
九
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

『
誠
之
館
亘
二
十
年
史
』
（
福
山
誠
之
館
同
窓
会
・
誠
之
館
百
三
十

年
史
刊
行
委
員
会
、
一
九
八
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
福
山
藩
士
で
、

後
に
儒
者
本
役
に
進
ん
だ
と
い
う
。
ま
た
、
鴎
外
は
、
富
士
川
漉
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旧
蔵
蘭
軒
自
筆
稿
本
『
姦
斎
詩
集
』
の
文
政
十
一
年
七
月
と
八
月

と
の
詩
の
問
に
、
「
送
山
村
士
彦
帰
福
山
」
、
「
恭
次
高
韻
、
時
駕

将
帰
藩
」
の
二
詩
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
「
山
村
は
恐
ら
く

は
山
室
の
誤
で
あ
ら
う
」
（
三
九
八
頁
）
と
言
い
、
ま
た
、
「
送
山

村
士
彦
帰
福
山
」
の
一
節
を
引
い
て
、
「
士
彦
は
曾
て
菅
茶
山
の

塾
一
に
ゐ
て
、
後
に
藤
某
の
門
に
入
っ
た
。
そ
の
甲
申
の
歳
に
神
辺

に
ゐ
た
子
彦
な
る
こ
と
は
復
疑
を
容
れ
な
い
。
藤
某
は
恐
ら
く
は

佐
藤
一
斎
で
あ
ら
う
。
」
（
同
上
）
と
述
べ
て
、
子
彦
が
本
書
が
成

立
す
る
一
、
二
箇
月
前
ま
で
江
戸
に
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
「
甲
申
の
歳
に
神
辺
に
ゐ
た
子
彦
」
と
い
う
の
は
、
『
黄
葉

タ
陽
村
舎
詩
遺
稿
』
巻
之
四
に
載
せ
る
「
病
中
七
タ
、
山
室
子

彦
・
河
村
士
郁
来
、
分
得
韻
侵
」
（
七
丁
裏
）
を
指
す
の
で
あ
ろ

う
。
茶
山
に
学
ん
で
い
た
子
彦
は
、
文
政
七
年
甲
申
七
月
以
後
、

出
府
し
て
佐
藤
一
斎
に
学
ん
だ
が
、
本
書
が
成
立
す
る
前
に
帰
国

し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
帰
国
の
理
由
と
時
期
に
つ
い
て
、
鴎
外

は
、
「
送
山
村
士
彦
帰
福
山
」
の
一
節
、
「
節
惟
当
孟
秋
。
忽
爾
説

帰
思
。
非
是
相
薙
鰭
。
昨
逢
郷
信
寄
。
家
翁
報
抱
痴
。
胸
臆
真
憂

悸
。
」
を
引
い
て
、
「
子
彦
が
郷
に
帰
る
の
は
、
父
の
病
め
る
が
故

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
発
靱
は
七
月
中
で
あ
っ
た
。
」
（
同
上
）
と

述
べ
て
い
る
。
『
姦
斎
詩
集
』
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
鴎

外
の
所
説
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
鴎
外
が
引
用
す
る

右
の
一
節
を
も
っ
て
「
其
発
靱
は
七
月
中
で
あ
っ
た
。
」
と
断
定

す
る
の
は
や
や
早
計
で
は
な
い
か
と
思
う
。
右
の
一
節
は
山
室
子

彦
が
父
病
む
の
報
に
接
し
て
帰
郷
を
決
意
し
た
の
が
七
月
で
あ
っ

た
こ
と
を
語
っ
て
は
い
る
が
、
江
戸
を
去
っ
た
時
期
に
つ
い
て
は

何
も
語
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
送
山
村
子
彦
帰
福
山
」
の

次
に
載
せ
る
「
恭
次
高
韻
、
時
駕
将
帰
藩
」
は
、
蘭
軒
が
「
阿
部

正
寧
に
次
韻
し
た
詩
」
（
三
九
九
頁
）
で
あ
る
と
い
う
。
子
彦
が

江
戸
を
去
づ
た
頃
、
藩
主
阿
部
正
寧
も
駕
を
発
し
て
国
元
へ
む
か

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
子
彦
は
単
独
で
帰
国
し

た
の
で
は
な
く
、
藩
主
に
層
従
し
て
帰
国
し
た
は
ず
で
あ
る
。
藩

主
の
国
元
下
向
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
に
、
藩
士
が
個
人
的
な
事

情
で
そ
の
讐
護
の
列
に
加
わ
ら
ず
、
単
独
で
帰
国
す
る
こ
と
を
藩

庁
が
許
可
す
る
は
ず
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
鴎
外
の
叙
述
か
ら
は

「
恭
次
高
韻
、
時
駕
将
帰
藩
」
は
「
中
秋
無
月
」
の
前
に
載
せ
て

あ
る
詩
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ぱ
、
正
寧
の
発
駕
は
八
月

前
半
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
鴎
外
も
正
寧
の
発
駕
に

関
し
て
は
必
ず
し
も
七
月
中
と
は
考
え
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

正
寧
の
発
駕
の
目
時
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
が
発
見
さ
れ
て
い
な

い
以
上
、
子
彦
が
江
戸
を
去
っ
た
の
は
、
七
月
か
、
遅
く
も
八
月
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前
半
の
こ
と
と
し
て
お
く
の
が
無
難
で
あ
っ
た
の
で
は
な
－
か
ろ
う

か
。　

榛
軒
が
本
書
の
藍
本
を
子
彦
か
ら
借
り
請
け
た
の
は
、
子
彦
が

江
戸
を
立
つ
前
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
書
が
成
立
し
た
の
は
同
年

九
月
だ
か
ら
で
あ
る
。
榛
軒
が
本
書
の
藍
本
を
子
彦
が
所
蔵
し
て

い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
は
い
つ
か
、
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
れ
を

借
り
請
け
て
書
写
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
の
は
、
子
彦
が
帰
国
す

る
と
知
っ
た
か
ら
と
察
せ
ら
れ
る
。
茶
山
は
、
そ
の
前
年
文
政
十

年
八
月
十
三
同
に
死
去
し
て
い
る
。
茶
山
を
追
慕
す
る
父
蘭
軒
が

刊
本
未
収
録
の
五
百
六
十
七
首
を
収
め
る
子
彦
所
蔵
本
に
強
い
関

心
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
榛
軒
が
子
彦
に
懇
請
し
、
追
ウ

て
国
元
へ
逓
送
す
る
約
束
で
子
彦
所
蔵
本
を
借
り
請
け
て
柏
軒
等

に
書
写
せ
し
め
、
白
ら
校
正
し
て
父
に
献
呈
す
る
こ
と
に
し
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
本
書
の
書
名
「
菅
茶
山
遺
稿
」
は
榛
軒
の
命
名
で
あ
ろ
う
。
既

述
の
よ
う
に
本
書
の
藍
本
子
彦
所
蔵
本
は
、
茶
山
が
健
在
で
あ
っ

た
文
政
五
年
三
月
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
茶
山
健
在
の
時
に
、

書
名
に
「
遺
稿
」
を
用
い
る
の
は
穏
や
か
で
は
な
い
。
書
名
「
菅

茶
山
遺
稿
」
は
、
茶
山
の
死
後
、
す
な
わ
ち
本
書
の
成
立
時
に
命

名
さ
れ
た
に
違
い
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
本
書
は
藍
本
の
内
題
等
を
省
い
て
本
文
の
み
書
写
し
た
も
の
で

あ
る
と
記
述
し
た
が
、
実
は
本
文
の
大
尾
、
下
冊
四
十
五
丁
表
の

断
蓬
子
惟
穆
清
風
の
識
語
の
前
に
、
子
彦
所
蔵
本
の
尾
題
と
思
わ

れ
る
「
黄
葉
タ
陽
村
舎
拾
遺
終
」
一
行
が
移
写
し
て
あ
る
。
『
黄

葉
夕
陽
村
舎
詩
後
編
』
の
板
刻
が
成
る
の
が
、
子
彦
所
蔵
本
が
成

立
し
た
翌
年
の
文
政
六
年
十
一
月
で
あ
る
。
子
彦
所
蔵
本
が
茶
山

白
筆
の
稿
本
に
就
い
て
、
刊
本
未
収
録
の
作
品
を
選
ん
で
書
写
し

た
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
子
彦
所
蔵
本
の
書
名
は
、
「
黄
葉
タ

陽
村
舎
（
詩
）
拾
遣
」
で
あ
っ
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
と
思
わ

れ
る
。
榛
軒
は
、
茶
山
の
生
前
に
刊
行
さ
れ
た
『
黄
葉
夕
陽
村
舎

詩
』
、
『
黄
葉
タ
陽
村
舎
詩
後
編
』
に
お
さ
め
ら
れ
た
作
品
と
子
彦

所
蔵
本
に
収
め
ら
れ
た
作
品
と
が
ほ
と
ん
ど
重
複
し
て
い
な
い
こ

と
を
知
う
て
、
藍
本
の
書
名
に
更
え
て
、
本
書
に
「
菅
茶
山
遺

稿
」
と
命
名
し
、
父
蘭
軒
に
献
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
刊
本
未
収
録
の
茶
山
の
作
品
が
五
百
六
十
九
首
収
め
て
あ
る
と

言
え
ば
、
そ
れ
で
本
書
の
資
料
的
価
値
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
が
、

本
善
を
披
閲
し
て
気
付
い
た
こ
と
の
二
、
三
を
以
下
に
述
べ
て
お

く
o
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榛
軒
の
父
蘭
軒
は
、
文
化
三
年
三
十
歳
の
と
き
、
長
崎
奉
行
曲

淵
景
露
に
随
伴
し
て
長
崎
に
遊
ん
だ
。
蘭
軒
の
長
崎
行
に
つ
い
て

は
、
鴎
外
が
『
伊
沢
蘭
軒
』
そ
の
二
十
九
以
下
に
詳
述
し
て
い
る
。

鴎
外
が
依
拠
し
た
主
な
資
料
は
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
蔵

富
士
川
澁
旧
蔵
蘭
軒
自
筆
稿
本
『
長
崎
紀
行
』
と
、
現
在
所
在
不

明
の
富
士
川
涛
旧
蔵
蘭
軒
自
筆
稿
本
『
姦
斎
詩
集
』
と
で
あ
る
が
、

蘭
軒
が
神
辺
を
通
過
す
る
前
後
三
日
の
記
述
に
お
い
て
は
、
鴎
外

は
『
黄
葉
タ
陽
村
舎
詩
』
巻
之
八
を
参
照
し
て
遺
漏
の
な
い
よ
う

に
つ
と
め
て
い
る
。
蘭
軒
は
発
程
第
二
十
七
日
の
六
月
十
六
日
に

七
日
市
に
宿
し
た
。
そ
の
晩
茶
山
は
国
境
を
越
え
て
七
日
市
に
蘭

軒
を
訪
ね
、
夜
を
徹
し
て
歓
談
し
た
。
鴎
外
は
『
姦
斎
詩
集
』
に
、

そ
の
夜
、
蘭
軒
が
茶
山
に
次
韻
し
た
「
宿
七
日
市
駅
、
菅
先
生
自

神
辺
駅
来
訪
、
有
詩
、
次
韻
賦
呈
。
昔
年
自
嘗
賦
分
離
、
何
料
今

宵
有
此
期
、
尤
喜
詞
壇
一
盟
首
、
厳
然
不
改
旧
霜
髭
、
」
を
載
せ

る
こ
と
、
引
首
の
「
訪
」
字
の
傍
ら
に
茶
山
が
「
迎
か
要
か
」
と

注
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
「
茶
山
が
境
を
越
え
て
蘭
軒
を

七
日
市
に
訪
う
た
の
は
、
蘭
軒
を
神
辺
の
家
に
立
ち
寄
ら
せ
よ
う

と
し
て
案
内
の
た
め
に
来
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
推
敲
の

あ
と
に
徴
し
て
知
ら
れ
る
。
」
（
八
二
頁
）
と
述
べ
、
そ
の
と
き
茶

山
が
蘭
軒
に
贈
っ
た
詩
を
『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』
に
載
せ
な
い
こ

と
を
遺
憾
と
し
て
、
「
当
時
茶
山
が
蘭
軒
に
贈
っ
た
原
唱
は
集
に

載
せ
な
い
。
」
（
同
上
）
と
記
し
て
い
る
。

　
鴎
外
が
集
に
載
せ
な
い
こ
と
を
遺
憾
と
し
た
茶
山
の
「
原
唱
」

が
、
本
書
下
冊
二
十
丁
表
に
収
め
る
「
七
日
市
逢
伊
沢
濾
父
。
都

亭
把
酒
惜
分
離
、
不
奈
前
期
不
可
期
、
今
夜
雄
神
川
上
月
、
無
端

来
照
両
吟
髭
」
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
濾
父
は
蘭
軒
の

字
で
あ
る
。
起
句
は
『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』
巻
之
七
、
九
丁
表
に

載
せ
る
「
都
梁
鰯
余
蓮
池
」
七
絶
一
首
が
作
ら
れ
た
日
の
こ
と
を

い
う
の
で
あ
ろ
う
。
都
梁
は
蘭
軒
の
別
号
で
あ
る
。

　
六
月
十
七
日
、
茶
山
の
求
め
に
応
じ
て
、
蘭
軒
は
黄
葉
タ
陽
村

舎
を
訪
れ
た
。
鴎
外
は
『
姦
斎
詩
集
』
に
「
過
神
辺
駅
、
訪
菅
先

生
タ
陽
黄
葉
村
舎
、
柴
門
茅
屋
、
茂
園
清
流
、
入
其
室
則
窓
明
軒

爽
、
対
山
望
囲
、
甚
灘
鰯
案
、
先
生
有
詩
、
次
韻
賦
呈
。
囲
稲
池

蓮
美
且
都
、
柳
陰
風
析
架
頭
書
、
鳥
蹄
山
客
猶
眠
熟
、
便
是
網
川

摩
結
魔
」
一
首
を
載
せ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
こ
こ
で
も
「
原
作

は
茶
山
の
集
に
載
せ
な
い
」
と
憾
み
を
述
べ
て
い
る
。

　
そ
の
原
作
も
ま
た
、
本
書
下
冊
二
十
丁
表
、
「
七
目
市
逢
伊
沢

濾
父
」
の
次
に
載
せ
る
「
伊
沢
繕
父
過
廉
塾
。
儂
居
西
傭
子
東
都
、

百
歳
徒
懸
蟹
鯉
書
、
却
喜
人
間
無
定
跡
、
今
朝
忽
漫
到
吾
魔
」
で

あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
は
な
い
。
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鴎
外
が
記
述
の
整
わ
な
い
こ
と
を
遺
憾
と
し
た
以
上
二
つ
の
間

題
を
本
書
は
解
決
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
本
書
の
存
在
自
体
、

『
伊
沢
蘭
軒
』
の
記
述
を
補
う
新
事
実
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
で

あ
る
が
、
本
書
所
収
の
茶
山
の
作
品
の
幾
つ
か
も
ま
た
同
書
の
記

述
の
不
備
を
補
う
に
足
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
右
の
例
を
も
ウ

て
し
て
も
容
易
に
推
察
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
本
書
所
収
の
作
品
は
、
茶
山
の
は
じ
め
て
の
本
格
的
伝

記
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
富
士
川
英
郎
氏
『
菅
茶
山
』
（
福
武
書

店
、
一
九
九
〇
年
）
の
記
述
を
補
う
に
足
る
新
事
実
を
提
供
す
る

資
料
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
『
菅
茶
山
』
は
、
黄

葉
タ
陽
村
舎
文
庫
所
蔵
の
茶
山
の
日
記
を
主
な
資
料
と
し
て
、
茶

山
の
生
涯
と
、
刊
本
所
収
の
茶
山
の
作
品
が
作
ら
れ
た
背
景
と
を

明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
日
記
の
欠

け
て
い
る
時
期
の
記
述
に
は
、
筆
者
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

異
論
の
生
じ
る
余
地
が
あ
る
も
の
が
合
ま
れ
て
い
る
。
本
書
は
そ

の
点
に
関
し
て
も
考
え
る
手
懸
り
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　
八
十
歳
の
生
涯
の
う
ち
、
茶
山
は
二
度
出
府
し
て
い
る
。
い
ず

れ
も
藩
主
阿
部
正
精
に
召
し
呼
ぱ
れ
て
の
東
役
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
、
初
度
の
東
役
に
お
い
て
、
茶
山
が
神
辺
を
立
っ
た
の
は
享
和

四
年
（
文
化
元
年
）
正
月
二
十
一
日
で
あ
る
こ
と
を
富
士
川
氏
は

茶
山
の
目
記
に
徴
し
て
は
じ
め
て
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
が
、

同
日
以
後
の
茶
山
の
日
記
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
茶
山

の
江
戸
到
着
を
同
年
二
月
二
十
日
頃
と
推
測
し
た
の
は
、
異
論
が

あ
づ
て
し
か
る
べ
き
と
こ
ろ
か
と
恩
う
。
神
辺
か
ら
江
戸
ま
で
お

よ
そ
百
九
十
三
里
に
三
十
目
を
費
や
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
か

ら
で
あ
る
。
物
見
遊
山
の
旅
な
ら
ば
と
も
か
く
、
藩
主
に
召
し
呼

ば
れ
て
の
公
用
旅
行
に
し
て
は
日
数
を
か
け
過
ぎ
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
年
の
正
月
は
大
の
月
で

あ
っ
た
。

　
北
条
霞
亭
が
藩
主
阿
部
正
精
に
召
し
呼
ば
れ
て
出
府
し
た
と
き

の
旅
程
は
、
鴎
外
『
北
条
霞
亭
』
（
『
鴎
外
全
集
』
第
十
八
巻
）
そ

の
百
四
十
一
に
よ
れ
ば
、
文
政
四
年
五
月
十
日
に
神
辺
を
立
ち
、

同
年
六
月
二
日
に
江
戸
に
到
着
、
所
要
目
数
二
十
三
日
で
あ
っ
た

と
い
う
。
（
四
四
四
頁
）
こ
の
年
の
五
月
は
大
の
月
で
あ
づ
た
。

鴎
外
は
霞
亭
が
弟
碧
山
に
あ
て
た
四
月
二
十
二
日
付
、
六
月
四
目

付
両
通
の
書
簡
を
証
と
し
て
右
の
よ
う
に
い
う
の
で
あ
る
が
、
富

士
川
氏
は
、
『
菅
茶
山
』
に
、
霞
亭
の
発
程
は
五
月
十
一
日
で
あ

づ
た
と
記
述
し
て
い
る
（
下
巻
四
四
一
頁
）
。
証
拠
を
示
し
て
い

な
い
が
、
茶
山
の
目
記
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
富
士
川
説
に

よ
れ
ば
所
要
日
数
は
二
十
二
日
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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ま
た
茶
山
の
初
度
の
東
役
の
帰
路
の
旅
程
は
、
『
黄
葉
夕
陽
村

舎
詩
』
巻
之
七
に
載
せ
る
「
農
出
都
邸
　
十
月
／
三
日
」
（
十
一

丁
裏
）
、
「
入
境
　
十
一
月
－
五
日
」
（
十
四
丁
表
）
に
よ
っ
て
、

所
要
目
数
二
十
三
日
で
あ
っ
た
こ
と
、
『
伊
沢
蘭
軒
』
『
菅
茶
山
』

両
書
と
も
認
め
て
い
る
。
こ
の
年
の
十
月
は
大
の
月
で
あ
っ
た
。

両
書
に
い
う
よ
う
に
、
初
度
の
旅
行
の
帰
路
は
藩
主
阿
部
正
精
に

屋
従
し
て
茶
山
は
帰
国
し
た
の
で
あ
る
。
藩
主
で
さ
え
二
十
三
日

で
旅
し
て
い
る
道
程
を
、
い
く
ら
藩
主
の
信
任
が
篤
か
っ
た
と
は

い
え
、
茶
山
が
三
十
日
も
費
や
し
て
出
府
し
た
と
い
う
の
は
容
易

に
首
肯
し
か
ね
る
説
で
あ
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
藩
士
が
公

用
で
江
戸
・
福
山
を
往
反
す
る
場
合
の
所
要
日
数
は
藩
の
規
定
に

定
め
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
規
定
に
定
め
ら
れ
た
所
要
日
数

が
藩
主
の
参
勤
交
代
の
所
要
日
数
よ
り
多
か
ろ
う
は
ず
が
な
い
。

　
富
士
川
説
に
疑
問
を
も
つ
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
『
菅
茶

山
』
に
、
茶
山
が
発
程
第
五
日
の
正
月
二
十
五
日
に
丘
ハ
庫
に
つ
い

て
い
る
こ
と
を
同
日
付
松
下
敬
二
宛
茶
山
書
簡
を
証
と
し
て
明
ら

か
に
し
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
お
く
（
上
巻
四
四
八
頁
）
。
神
辺

か
ら
兵
庫
ま
で
お
よ
そ
五
十
里
、
茶
山
は
一
日
十
里
の
歩
度
で
東

行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
歩
度
を
維
持
し
て
歩
み
続
け
た
と

す
れ
ば
、
所
要
日
数
二
十
日
、
二
月
十
日
頃
に
江
戸
に
到
着
し
て

い
る
と
い
う
計
算
に
な
る
。

　
當
⊥
⊥
川
氏
は
、
蘭
軒
が
長
崎
奉
行
曲
淵
景
露
に
随
伴
し
て
長
崎

に
向
か
っ
た
と
き
、
発
程
第
二
十
八
日
に
神
辺
を
よ
ぎ
っ
て
い
る

こ
と
や
、
茶
山
の
再
度
の
東
役
の
往
路
の
旅
程
が
文
化
十
一
年
五

月
六
日
に
神
辺
を
立
ち
、
六
月
五
日
に
江
戸
到
着
、
所
要
日
数
二

十
九
日
で
あ
る
こ
と
を
参
考
に
し
て
説
を
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

前
者
は
長
崎
奉
行
が
任
地
に
赴
く
旅
で
、
藩
士
の
公
用
旅
行
の
参

考
に
な
る
例
と
は
い
え
ず
、
後
者
も
ま
た
参
考
に
な
ら
ぬ
事
例
と

考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
再
度
の
東
役
は
、
『
菅
茶
山
』
が
明
ら
か

に
し
て
い
る
よ
う
に
、
は
じ
め
茶
山
は
病
を
理
由
に
辞
退
し
た
が
、

病
癒
え
る
に
お
よ
ん
で
止
む
な
く
命
を
う
け
た
と
い
う
事
情
の
も

と
に
行
わ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
再
度
の
東
役
の
往
路
の
旅

程
は
、
高
齢
（
六
十
七
歳
）
で
、
し
か
も
病
み
あ
が
り
の
茶
山
を

強
い
て
江
戸
に
召
し
寄
せ
る
た
め
の
特
別
の
は
か
ら
い
に
上
る
例

外
的
事
例
と
み
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
初
度
の
東
役
の
往
路
の
旅
程
を
推
測
す
る
際
に
、
参
考
に
す
べ

き
は
霞
亭
の
例
で
あ
ろ
う
。
そ
の
所
要
日
数
二
十
三
目
（
一
説
二

十
二
日
）
を
も
っ
て
茶
山
の
江
戸
到
着
の
日
を
計
算
す
る
な
ら
ば
、

茶
山
は
二
月
十
三
日
（
一
説
に
よ
れ
ぱ
二
月
十
二
日
）
に
着
府
し

て
い
る
は
ず
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
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と
、
富
士
川
氏
の
二
月
二
十
日
頃
着
府
説
は
に
わ
・
か
に
は
従
い
か

ね
る
も
の
で
あ
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
証
明
す
る
手

懸
り
は
、
こ
れ
ま
で
金
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

本
菩
下
冊
十
四
丁
裏
に
は
初
度
の
東
役
の
往
路
の
作
、
「
鳴
海
値

雪
。
老
夫
難
疾
坐
奥
行
、
赤
脚
紅
丁
踏
破
氷
、
鳴
海
駅
東
盈
尺
雪
、

馬
声
人
語
暁
将
盈
」
を
載
せ
て
い
る
。
茶
山
が
霞
亭
と
同
じ
旅
程

で
東
行
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
鳴
海
に
宿
泊
し
た
の
は
二
旦
二
日
前

後
の
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
鳴
海
に
「
盈
尺
雪
」
が
降
っ
た
こ

と
を
記
録
す
る
資
料
が
あ
れ
ば
有
カ
な
傍
証
と
な
る
は
ず
で
あ
る

が
、
残
念
な
が
ら
、
い
ま
だ
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。

　
鴎
外
は
、
『
伊
沢
蘭
軒
』
そ
の
二
十
四
に
、
「
茶
山
は
江
戸
に
つ

い
て
微
蒜
の
た
め
に
阿
部
家
の
小
川
町
の
上
屋
敷
に
困
臥
し
」
と

述
ぺ
、
証
と
し
て
『
黄
葉
タ
陽
村
舎
詩
』
巻
之
七
、
三
丁
裏
に
載

せ
る
「
江
戸
邸
舎
臥
病
」
二
首
を
引
い
て
い
る
。
右
の
「
鳴
海
値

雪
」
の
起
句
に
「
老
夫
難
疾
坐
輿
行
」
と
い
う
の
で
、
鳴
海
を
過

ぎ
る
頃
、
茶
山
は
す
で
に
病
ん
で
い
て
、
輿
に
乗
っ
て
東
行
し
た

こ
と
が
判
明
す
る
。
『
黄
葉
タ
陽
村
舎
詩
』
巻
之
七
、
三
丁
表
に

載
せ
る
「
大
道
四
首
」
の
第
四
、
箱
根
山
を
越
え
る
と
き
の
作
に

も
「
輿
疾
何
所
揮
」
の
句
が
あ
る
。
日
限
ま
で
に
江
戸
に
到
着
し

よ
う
と
し
て
、
病
を
お
し
て
東
行
す
る
茶
山
の
婆
が
浮
か
ん
で
く

る
。
遅
延
し
た
と
し
て
も
、
せ
い
ぜ
い
一
両
日
で
あ
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　
本
書
に
収
め
る
茶
山
の
初
度
の
東
役
中
の
作
品
で
、
最
も
注
目

さ
れ
る
の
は
、
「
泉
伯
盈
招
飲
、
分
得
韻
青
。
伯
盈
、
如
来
先
／

生
門
人
。
業
儒
。
朱
門
争
設
酷
、
縫
帳
久
談
経
、
幽
意
招
吟
侶
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

清
言
俺
画
橿
、
曾
聞
出
藍
器
、
今
上
草
玄
亭
、
徒
弟
更
行
酒
、
書

帷
燭
影
青
」
．
（
上
冊
三
十
四
丁
裏
、
圏
点
筆
者
）
で
あ
ろ
う
。
本

書
上
冊
の
三
十
九
丁
裏
ま
で
を
担
当
し
た
第
一
の
書
写
者
は
、
担

当
し
た
紙
数
が
最
も
多
か
っ
た
せ
い
か
、
四
人
の
書
写
者
中
最
も

粗
雑
な
仕
事
ぷ
り
で
、
誤
字
も
多
く
、
俗
間
で
通
用
し
て
い
た
略

字
で
あ
ろ
う
か
、
自
己
流
の
略
字
で
あ
ろ
う
か
、
判
読
に
苦
し
む

略
字
を
多
用
し
て
い
る
。
右
の
詩
の
圏
点
を
付
し
た
「
招
飲
」

「
今
上
草
玄
亭
」
の
原
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
飲
招
」
「
今
上
玄
亭

草
」
で
、
朱
で
記
号
を
付
し
て
訂
正
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。

　
泉
伯
盈
は
、
名
は
長
達
、
通
称
斧
太
郎
、
伯
盈
は
字
で
、
豊
州

と
号
し
、
当
時
江
戸
で
は
名
の
知
ら
れ
て
い
た
儒
者
の
一
人
で
あ

づ
た
ら
し
い
が
、
閲
歴
を
徴
す
る
資
料
と
し
て
は
、
五
弓
久
文
編

『
事
実
文
編
』
（
関
西
大
学
束
西
学
術
研
究
所
、
一
九
七
九
∫
八
一

年
）
巻
五
十
二
に
載
せ
る
樺
島
石
梁
撰
「
豊
州
先
生
碑
銘
」
し
か

残
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
は
じ
め
南
宮
大
漱
に
学
び
、
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大
漱
の
没
後
は
細
井
平
洲
に
学
び
、
平
洲
の
女
を
妻
に
し
た
と
い

う
。
宝
暦
八
年
三
月
二
十
六
日
に
江
戸
の
茅
場
町
で
生
れ
、
文
化

六
年
五
月
七
日
に
五
十
二
歳
で
没
し
た
と
い
う
か
ら
、
こ
の
年
文

化
元
年
は
四
十
七
歳
で
あ
う
た
こ
と
に
な
る
。
碑
銘
に
は
豊
州
の

通
称
を
釜
太
郎
と
し
て
い
る
が
、
通
説
の
通
り
『
江
戸
－
当
時

諸
家
人
名
録
』
（
文
化
十
二
年
九
月
発
免
）
等
の
記
載
に
従
っ
て

お
く
。
通
説
に
異
を
た
て
る
べ
き
何
の
資
料
も
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
碑
銘
に
よ
れ
ば
、
幕
府
の
「
前
軍
寄

騎
」
、
す
な
わ
ち
先
手
与
カ
に
な
っ
て
本
郷
に
移
り
、
中
年
、
職

を
弟
直
道
に
譲
っ
て
帷
を
「
郷
南
」
に
下
ろ
し
、
教
授
し
た
と
い

う
。
鴎
外
は
『
伊
沢
蘭
軒
』
そ
の
十
に
、
「
所
謂
郷
南
の
何
処
な

る
か
は
未
だ
考
え
な
い
。
」
（
二
二
頁
）
と
し
て
い
る
が
、
右
に
あ

げ
た
『
江
戸
－
当
時
　
諸
家
人
名
録
』
に
よ
れ
ば
、
本
郷
元
町
で

あ
る
。
ま
た
鴎
外
は
「
下
帷
郷
南
授
徒
」
（
同
上
）
と
引
用
し
て

い
る
が
、
『
事
実
文
編
』
に
載
せ
る
碑
銘
は
「
授
徒
」
を
「
教
授
」

に
作
っ
て
い
る
。
豊
州
が
致
仕
し
た
の
は
何
歳
の
と
き
か
明
ら
か

で
は
な
い
が
、
碑
銘
に
中
年
と
い
う
か
ら
、
こ
の
年
文
化
元
年
に

は
既
に
致
仕
し
て
本
郷
元
町
に
住
し
て
い
た
と
考
え
て
誤
り
あ
る

ま
い
。

　
初
度
の
東
役
中
、
茶
山
が
豊
州
に
招
か
れ
て
そ
の
居
遊
文
館
を

訪
れ
た
こ
と
は
、
本
書
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
事

実
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
茶
山
が
右
の
詩
の
引
に
「
伯
盈
、
如
来
先

－
生
門
人
。
業
儒
。
」
と
注
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
こ
の

日
が
初
対
面
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
如
来
先
生
は
平
洲
で
あ
る
。

豊
州
の
著
作
は
何
ひ
と
つ
伝
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
豊
州
そ
の
人
に

関
し
て
も
碑
銘
の
ほ
か
に
は
片
々
た
る
資
料
し
か
存
し
て
い
な
い

の
で
、
憶
測
す
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
、
豊
州
が
自

ら
の
意
志
で
茶
山
を
招
い
た
と
考
え
る
よ
り
は
、
第
三
者
が
両
者

の
会
見
の
仲
立
ち
を
し
た
と
考
え
る
ほ
う
が
無
理
が
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
豊
州
の
門
人
に
茶
山
に
傾
倒
し
て
い
た
蘭
軒
が
い
る

か
ら
で
あ
る
。
蘭
軒
が
経
を
豊
州
に
学
ん
だ
こ
と
は
、
鴎
外
が

『
伊
沢
蘭
軒
』
そ
の
十
以
下
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
鴎
外

は
、
同
書
そ
の
二
十
四
に
、
蘭
軒
の
『
姦
斎
詩
集
』
に
、
「
春
日

郊
行
。
途
中
萩
菜
花
盛
開
。
先
是
菅
先
生
有
養
痢
邸
舎
未
尋
芳
之

句
、
乃
勇
数
茎
奉
贈
、
係
以
詩
。
」
七
絶
一
首
が
の
せ
て
あ
る
こ

と
、
こ
の
七
絶
は
『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』
巻
之
七
に
載
せ
る
「
江

戸
邸
舎
臥
病
。
養
痢
邸
舎
未
尋
芳
、
柳
買
瓶
花
挿
臥
休
、
遥
想
山

陽
春
二
月
、
手
栽
桃
李
満
園
香
、
」
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
鴎
外
は
、
右
の
よ
う
な
蘭
軒
の

行
動
か
ら
、
「
蘭
軒
は
殆
ど
師
と
し
て
茶
山
を
待
っ
て
ゐ
た
の
で
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あ
ら
う
。
L
（
五
〇
頁
）
と
推
測
し
て
い
る
。
茶
山
に
出
府
の
下
命

が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
、
蘭
軒
は
鶴
首
し
て
茶
山
の
到
着
を
待

ち
、
旅
中
に
患
っ
た
病
い
を
養
っ
て
い
た
茶
山
を
い
ち
は
や
く
藩

邸
に
訪
ね
た
と
鴎
外
は
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
。

　
こ
の
点
に
関
し
て
富
士
川
氏
は
、
『
菅
茶
山
』
に
「
阿
部
正
精

候
は
侍
医
た
る
蘭
軒
を
、
小
川
町
の
茶
山
の
も
と
へ
見
舞
い
か
た

が
た
派
遣
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
」
（
上
巻
四
五
六
頁
）
と
述

べ
、
鴎
外
の
推
測
に
異
を
立
て
て
い
る
。
当
時
の
蘭
軒
の
福
山
藩

に
お
け
る
身
分
を
徴
す
る
資
料
を
見
出
し
て
い
な
い
が
、
寛
政
六

年
十
月
二
十
八
日
に
侍
医
と
し
て
福
山
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
蘭

軒
の
父
信
階
が
当
時
は
健
在
で
、
蘭
軒
は
ま
だ
家
督
を
相
続
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
蘭
軒
が
侍
医
に
あ
げ
ら
れ
る
は
ず

は
な
い
し
、
ま
た
、
正
精
が
医
師
を
派
遣
し
て
茶
山
の
病
い
を
見

舞
う
と
す
れ
ば
、
侍
医
等
奥
医
師
に
で
は
な
く
、
表
医
師
に
命
ず

る
の
が
制
度
上
－
か
ら
い
え
ぱ
筋
と
い
え
よ
う
。
奥
医
師
。
の
列
に
は

も
ち
ろ
ん
、
表
医
師
の
列
に
も
加
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
は
ず
の

家
督
相
続
皿
1
－
の
蘭
軒
を
、
正
精
が
茶
山
の
と
こ
ろ
へ
「
兄
舞
い
か

た
が
た
派
遣
し
た
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
ま
ず
有
り
得
な
い

と
い
づ
て
よ
い
・
か
と
思
う
。
こ
こ
は
鴎
外
説
に
従
う
の
が
穏
当
で

あ
ろ
う
。

　
は
じ
め
て
茶
山
に
接
し
た
蘭
軒
は
、
以
後
茶
山
に
傾
倒
し
、
知

友
に
茶
山
の
人
柄
を
吹
聴
し
て
ま
わ
っ
た
ら
し
い
。
鴎
外
は
『
伊

沢
蘭
軒
』
そ
の
二
十
四
に
、
こ
の
年
文
化
元
年
三
月
十
九
日
、
蘭

軒
が
病
が
癒
え
た
茶
山
と
犬
塚
印
南
一
今
川
塊
庵
両
名
と
共
に
お

茶
の
水
か
ら
舟
に
乗
っ
て
隅
田
川
に
遊
ん
だ
こ
と
を
記
し
て
、

「
狩
谷
校
斎
も
岡
行
の
約
が
あ
っ
た
が
、
用
事
に
妨
げ
ら
れ
て
果

た
さ
な
か
う
た
。
」
（
五
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
被
斎
は
、
蘭
軒

に
と
づ
て
、
机
を
並
べ
て
経
を
豊
州
に
学
ん
だ
親
友
中
の
親
友
で

あ
る
。
し
か
し
械
斎
は
漢
詩
を
全
く
作
ら
な
か
っ
た
。
漢
詩
を
作

ら
な
か
っ
た
械
斎
を
蘭
軒
が
あ
え
て
舟
遊
に
誘
っ
た
の
は
、
自
分

の
傾
倒
す
る
人
物
を
、
親
友
で
あ
る
が
故
に
ひ
と
し
く
識
っ
て
ほ

し
い
と
お
も
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
．
鴎
外
は
右
の
事

実
が
『
蘭
軒
雑
記
』
に
記
載
し
て
あ
る
か
の
よ
う
に
叙
述
し
て
い

る
が
、
慶
応
義
塾
大
学
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
蔵
富
士
川
漉
旧
．

蔵
蘭
軒
自
筆
稿
本
『
蘭
軒
雑
記
』
に
は
、
右
の
舟
遊
に
関
す
る
記

事
は
何
ら
載
せ
て
い
な
い
。
鴎
外
の
錯
覚
で
、
『
姦
斎
詩
集
』
と

書
く
べ
き
と
こ
ろ
を
誤
っ
て
『
蘭
軒
雑
記
』
と
記
し
た
の
で
あ
ろ

う
と
推
察
す
る
が
、
『
姦
斎
詩
集
』
の
所
在
が
知
れ
な
い
た
め
に

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
漢
詩
を
作
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
薇
斎
ま
で
も
茶
山
に
引
き
合
わ
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せ
よ
う
と
し
た
蘭
軒
が
、
折
々
、
遊
文
館
で
詩
会
を
開
く
こ
と
が

あ
っ
た
ら
し
い
師
豊
州
を
、
茶
山
に
引
き
合
わ
せ
よ
う
と
し
な
か

っ
た
と
は
、
考
え
ら
れ
な
い
。
蘭
軒
が
豊
州
に
入
門
し
た
の
は
十

代
の
は
じ
め
の
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
国
立
国
会
図
書

館
鴇
軒
文
庫
蔵
蘭
軒
自
筆
稿
本
『
市
隠
詩
集
』
に
、
「
遊
文
館
集
、

送
倉
文
学
、
得
先
韻
」
（
三
十
五
丁
表
）
を
載
せ
て
い
る
の
で
、

そ
の
後
も
引
続
き
遊
文
館
に
出
入
り
し
て
い
た
こ
と
が
証
せ
ら
れ

る
。
倉
文
学
は
中
津
藩
の
儒
者
倉
成
龍
渚
で
あ
ろ
う
。
遊
文
館
に

茶
山
を
招
く
よ
う
豊
州
に
勧
め
た
人
物
が
い
た
と
す
れ
ば
、
蘭
軒

を
お
い
て
ほ
か
に
は
い
な
い
と
考
え
る
所
以
で
あ
り
、
ま
た
蘭
軒

が
仲
立
ち
を
し
た
か
ら
こ
そ
、
茶
山
が
応
諾
し
た
と
考
え
る
所
以

で
も
あ
る
。
残
念
な
が
ら
茶
山
が
遊
文
館
を
訪
問
し
た
日
時
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
本
書
に
収
め
る
茶
山
の
初
度
の
東
役
中
の
作
品
で
次
に
注
目
さ

れ
る
の
は
、
「
欲
看
上
野
花
、
路
過
犬
塚
印
南
、
留
飲
至
夜
。
欲

尋
鹿
苑
饅
春
華
、
却
向
竜
門
看
筆
花
、
莫
笑
薄
雛
無
定
処
、
一
尊

乗
興
即
為
家
」
（
下
冊
十
五
丁
表
）
で
あ
ろ
う
。
伊
沢
柏
軒
が
書

写
を
担
当
し
た
と
こ
ろ
に
載
せ
る
作
品
で
あ
る
。
文
化
元
年
三
月

の
作
と
推
定
す
る
。

　
犬
塚
印
南
の
履
歴
に
関
し
て
は
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
河
困

文
庫
蔵
林
家
門
人
録
原
本
『
升
堂
記
』
天
明
四
年
の
条
に
「
七
月

廿
三
日
－
入
塾
－
寛
政
三
年
辛
亥
三
月
聖
堂
啓
事
仮
役
－
同
年
本

役
被
仰
付
」
と
頭
書
し
て
、
「
結
城
唯
助
　
晃
済
－
字
子
雲
」
と

印
南
の
入
塾
時
の
姓
名
を
記
載
し
、
そ
の
右
側
に
、
「
播
州
姫
路

浪
人
－
改
犬
塚
　
後
改
名
遜
　
字
退
翁
」
と
、
そ
の
身
分
と
入
塾

後
に
姓
名
を
改
め
た
こ
と
が
、
ま
た
、
左
側
に
「
町
田
長
右
衛
門

取
次
」
と
紹
介
者
の
姓
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

姓
は
は
じ
め
結
城
、
の
ち
犬
塚
、
名
は
は
じ
め
昆
済
、
の
ち
遜
、

通
称
は
唯
助
、
字
は
は
じ
め
子
雲
、
の
ち
退
翁
、
姫
路
藩
（
酒
井

家
）
の
浪
人
で
、
天
明
四
年
に
林
家
の
八
代
洲
河
岸
の
塾
に
入
塾
、

寛
政
三
年
に
湯
島
聖
堂
の
啓
事
役
い
わ
ゆ
る
都
講
に
あ
げ
ら
れ
た

人
物
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
印
南
を
林
家
に
紹
介
し
た
町
田

長
右
衛
門
は
安
永
八
年
入
塾
の
薩
摩
藩
士
で
、
印
南
を
林
家
に
紹

介
し
た
翌
天
明
五
年
帰
国
し
た
。
ま
た
『
続
日
本
随
筆
大
成
』
第

一
巻
所
収
の
釈
雲
室
『
雲
室
随
筆
』
に
は
、
父
は
姫
路
藩
の
家
老

で
、
家
督
を
継
い
だ
兄
甚
右
衛
門
が
納
戸
金
を
使
い
込
み
、
そ
れ

が
露
見
し
て
処
刑
さ
れ
た
と
き
、
印
南
も
藩
か
ら
追
放
さ
れ
、
妻

子
を
身
寄
り
の
方
へ
預
け
て
林
家
へ
入
塾
し
た
と
伝
え
て
い
る
。

そ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ぱ
、
結
城
は
世
を
し
の
ぶ
仮
の
姓
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
書
に
「
其
後
聖
堂
大
に
革
り
、
浪
人
書
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生
不
残
退
塾
被
中
付
、
両
人
も
退
塾
L
（
九
四
頁
）
と
い
う
か
ら
、

聖
堂
が
昌
平
坂
学
問
所
に
改
組
さ
れ
た
前
後
に
退
塾
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
た
だ
し
、
『
升
堂
記
』
は
、
右
の
河
田
文
庫
本
も
、
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
蔵
林
家
寄
贈
写
本
も
、
印
南
の
退
塾
の
年
月
を

記
録
し
て
い
な
い
。
「
両
人
」
と
い
う
の
は
印
南
と
平
井
可
大
の

こ
と
で
あ
る
。
印
南
は
そ
の
後
は
「
本
郷
に
ト
屠
」
（
同
上
）
し

た
と
い
う
。
同
書
は
印
南
の
人
物
を
評
し
て
「
本
よ
り
阿
諌
倭
媚

反
覆
表
裏
の
物
也
。
」
（
九
五
頁
）
と
し
て
い
る
。
と
か
く
の
風
評

が
あ
っ
た
人
物
ら
し
い
。
右
の
詩
に
よ
れ
ば
、
そ
う
い
う
人
物
を

茶
山
は
花
見
に
誘
い
出
そ
う
と
し
て
、
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に
そ
の

家
に
あ
が
り
こ
み
、
夜
ま
で
歓
談
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
出

府
早
々
の
茶
山
の
耳
に
そ
の
種
の
風
評
が
屈
く
こ
と
は
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

　
『
黄
葉
タ
陽
村
舎
詩
』
巻
之
七
に
、
「
同
犬
塚
印
南
・
今
川
剛

侯
・
伊
沢
辞
安
涯
墨
陀
川
即
事
」
七
絶
・
七
律
各
一
首
を
載
せ
て

い
る
。
鴎
外
は
『
伊
沢
蘭
軒
』
そ
の
二
十
五
に
、
こ
れ
を
文
化
元

年
七
月
九
日
の
作
と
し
て
引
用
し
て
い
る
が
、
鴎
外
の
錯
誤
で
、

同
年
三
月
十
九
日
の
作
、
す
な
わ
ち
前
に
触
れ
た
械
斎
が
同
行
を

約
し
て
い
た
が
果
た
さ
な
か
っ
た
と
い
う
舟
遊
の
と
き
の
作
で
あ

る
こ
と
を
、
富
士
川
氏
が
「
『
伊
沢
蘭
軒
』
標
注
（
三
）
」
（
『
鴎
外

全
集
月
報
』
十
八
号
、
一
九
七
三
年
四
月
）
に
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
剛
侯
は
椀
庵
の
字
、
辞
安
は
蘭
軒
の
字
で
あ
る
。
鴎
外
に
よ

れ
ば
、
『
姦
斎
詩
集
』
に
椀
庵
の
名
と
字
と
号
と
が
録
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、
蘭
軒
と
椀
庵
は
こ
の
日
が
初
対
面
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
椀
庵
を
舟
遊
に
誘
っ
た
の
は
印

南
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
を
み
る
と
、
三
月
十
九
日

の
舟
遊
は
、
上
野
へ
花
兄
に
赴
く
途
中
立
ち
寄
っ
た
茶
山
を
引
き

留
め
て
酒
を
勧
め
、
花
見
の
予
定
を
妨
げ
て
し
ま
っ
た
印
南
が
そ

の
埋
め
合
わ
せ
に
企
て
た
舟
遊
で
あ
づ
た
か
に
思
え
て
く
る
。
そ

う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
誰
が
企
画
立
案
し
た
の
か
不
明

で
あ
っ
た
三
月
十
九
日
の
舟
遊
に
つ
い
て
考
え
る
手
懸
り
を
本
書

が
与
え
て
く
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
蘭
軒
は
、
前
に
触
れ
た
『
蘭
軒
雑
記
』
の
冒
頭
に
印
南
の
談
を

書
き
と
め
、
「
犬
塚
唯
助
、
名
遜
、
字
退
翁
、
号
木
王
園
、
東
都

人
、
犬
塚
亦
内
の
商
な
り
。
」
（
一
丁
表
）
と
注
記
し
て
い
る
。
ま

た
そ
の
次
に
「
猪
牙
舟
の
対
は
如
何
と
中
せ
し
時
、
犬
塚
の
蛇
目

傘
と
答
え
し
は
お
も
し
ろ
し
。
」
（
同
上
）
と
書
き
と
め
て
い
る
。

初
対
面
の
と
き
の
印
南
の
談
を
書
き
と
め
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

蘭
軒
と
印
南
の
交
わ
り
は
、
知
ら
れ
て
い
る
限
り
で
は
三
月
十
九

日
の
舟
遊
が
最
初
で
あ
る
。
茶
山
の
「
同
犬
塚
印
南
・
今
川
剛
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侯
・
伊
沢
辞
安
涯
墨
陀
川
即
事
L
の
第
一
の
七
絶
の
起
句
に
、

「
出
饅
紹
華
鴨
砦
船
、
」
（
四
丁
裏
）
と
い
う
「
鴨
砦
船
」
が
猪
牙

舟
の
こ
と
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
『
蘭
軒
雑
記
』
に
書
き
と
め
ら
れ

た
犬
塚
の
談
二
条
は
三
月
十
九
日
の
舟
遊
の
と
き
の
も
の
、
す
な

わ
ち
蘭
軒
と
印
南
は
こ
の
日
が
初
対
面
で
あ
っ
た
可
能
性
が
き
わ

め
て
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
れ
ぱ
、
こ
の
日
の
舟

遊
に
蘭
軒
を
誘
っ
た
の
は
茶
山
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
初
対
面
か

ら
一
ヶ
月
、
茶
山
の
蘭
軒
を
親
愛
す
る
こ
と
並
み
の
こ
と
で
は
な

か
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
茶
山
が
い
つ
印
南
と
面
識
を
も
っ
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

既
述
の
「
欲
看
上
野
花
、
路
過
犬
塚
印
南
、
留
意
至
夜
」
が
作
ら

れ
た
以
前
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
あ
る
ま
い
。
面
識
の
な
い
印

南
を
花
見
に
誘
う
は
ず
は
な
い
し
、
花
見
に
行
く
途
中
立
ち
寄
っ

た
と
称
し
て
面
識
の
な
い
印
南
を
訪
問
す
る
よ
う
な
礼
を
失
し
た

行
為
を
茶
山
が
す
る
は
ず
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
本
書
に
は
、
右
の
詩
の
前
に
「
暮
春
。
神
田
－
祠
前
。
翠
楼
殊

閣
幾
千
叢
、
糸
管
紛
々
咽
暖
風
、
我
．
本
野
襲
鹿
山
伴
、
不
宜
久
此

軟
紅
中
」
（
下
冊
一
五
丁
表
）
が
載
せ
て
あ
る
。
神
田
明
神
の
門

前
の
料
理
茶
屋
に
あ
が
っ
た
と
き
の
作
で
あ
ろ
う
。
道
を
は
さ
ん

で
旧
友
柴
野
粟
山
が
勤
め
る
昌
平
坂
学
問
所
が
あ
る
。
病
が
癒
え

た
茶
山
が
真
先
に
訪
れ
た
の
は
学
問
所
の
は
ず
で
あ
る
。
あ
る
い

は
学
問
所
の
関
係
者
に
案
内
さ
れ
て
料
理
茶
屋
に
あ
が
っ
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
「
本
野
喫
山
鹿
伴
」
を
白
称
す
る
茶
山
が
自
ら

の
意
志
で
料
理
茶
屋
に
あ
が
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
作
は
な
か

づ
た
は
ず
で
、
案
内
さ
れ
て
あ
が
っ
た
茶
屋
で
あ
る
か
ら
、
違
和

感
を
お
ぼ
え
て
、
結
句
に
「
不
宜
久
此
軟
紅
中
」
と
い
う
の
で
あ

ろ
う
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
茶
山
が
印
南
を
識
っ
た
の
は
こ
の

時
と
は
い
わ
な
い
が
、
茶
山
の
出
府
を
歓
迎
す
る
人
た
ち
が
開
い

た
宴
席
の
ひ
と
つ
で
、
た
ま
た
ま
面
識
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
と
推

測
し
て
い
る
。

　
本
書
に
収
め
る
茶
山
の
作
品
の
多
く
は
初
度
の
東
役
以
前
の
も

の
で
、
富
士
川
氏
『
菅
茶
山
』
の
記
述
を
補
う
多
く
の
事
実
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
紙
数
に
制
約
が
あ
る
の
で
、
今
回
は
以
上

の
こ
と
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

付
記
一

付
記
二

慶
応
大
学
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
蔵
『
蘭
軒
雑
記
』
は

『
伊
沢
蘭
軒
全
集
』
第
七
巻
（
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
祉
、
一
九

九
八
年
）
に
、
慶
応
大
学
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
蔵
『
柏

軒
雑
記
』
・
国
立
国
会
図
書
館
鵠
軒
文
庫
蔵
『
市
隠
詩
集
』

は
同
八
巻
に
影
印
さ
れ
て
い
る
。

文
中
の
都
立
中
央
図
書
館
河
田
文
庫
蔵
林
家
門
人
録
原
本
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『
升
堂
記
』
は
揖
斐
高
・
坂
本
陽
美
・
林
信
子
・
本
田
美
奈

子
諸
氏
編
「
林
家
門
人
録
『
升
堂
記
』
（
都
立
中
央
図
書
館

本
）
の
翻
刻
と
索
引
」
（
『
成
腰
人
文
研
究
』
第
二
号
、
一
九

九
四
年
三
月
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
っ
て
、
曾
根
静
斎
に
関
し
て
神
辺
町
の
菅
茶

山
記
念
館
運
営
委
員
長
菅
波
寛
氏
、
な
ら
び
に
同
館
館
長
福
本
靖
弘
氏

よ
り
示
教
を
得
た
。
記
し
て
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
助
教
授
）
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